
生態系等への影響について文献等で指摘があり、さらに知見 

及び情報の充実に努める必要のある外来生物のリスト 

（要注意外来生物リスト）（暫定版） 

 
１．リスト作成の目的 

生態系等への影響が文献等で指摘されている外来生物について、今回の特定外来生物の

選定作業では、被害に係る科学的知見及び情報が不十分であるとの理由から、選定されな

かった外来生物がある。 

これらの外来生物について、生態系等に係る被害の予防に役立てることを目的にリスト

化し、それらの生物の利用に関し留意すべき事項を掲げて公表することにより、関係者に

影響の内容を周知し、管理されている施設や場所以外に逸出又は遺棄しないようにするな

ど注意を呼びかけるとともに、さらなる知見及び情報の集積を図ることとする。 

 

（参考）「中央環境審議会外来生物対策小委員会岩槻委員長談話」抜粋 

「外来生物問題に予防的に対処する観点から、特定外来生物には指定されていないもの

の生態系等に被害を及ぼす懸念があるものについて、要注意生物リストといったもの

を作成する必要がある。そうしたリストが公表されることにより、関係者が日頃より

外来生物の使用に関心を持ち、さらなる知見が集積され、被害の予防に役立つように

なることが期待」 

 

２．リストの内容 

生態系等に係る被害を予防するため、生態系等への影響が文献等で指摘があり、その

取扱いに際して注意を呼びかけるとともにさらなる知見及び情報の集積を図る必要が

ある外来生物をリストに掲載する。 

被害に係る知見や情報の蓄積がある程度見られる外来生物については、別途個票を整

理し、リストに添付するものとする。 

なお、各分類群グループ会合の意見を踏まえて、作成した案は別添のとおりであり、

挙げられた種類数は、哺乳類15種、鳥類2種類、爬虫類12種類、両生類9種、魚類27

種、昆虫類3種類、無脊椎動物20種類、植物60種類で計148種類であった（種類数と

しているのは、「外国産メジロ」「アメリカスッポン属全種」「タイワンシジミ群」「タン

ポポ種群」など、まとまりでの選定があるため）。 

 

３．リストの公表 

学識経験者の意見を踏まえて作成したリストについて、環境省において公表する。 

公表に際しては、本リストの目的、取扱いを明記し、掲載種が外来生物法の規制の対象

でないことも付記し、外来生物の利用者に混乱を与えないよう留意するものとする。 

参考資料４ 



*①日本生態学会ﾜｰｽﾄ100　②IUCNﾜｰｽﾄ100

科名 学名 * 文献等で指摘されている影響の内容 主な参考文献 備考

ﾜﾆｶﾞﾒ Macroclemys temmincki 人の生命、身体に係わる被害 1,2 ｶﾐﾂｷｶﾞﾒと同様に危険動物に指定されている。安易な愛玩飼養は避け、逸出や遺棄をすることがないよう、関係者に普及啓発を行うことが重要。

ﾐｼｼｯﾋﾟｱｶﾐﾐｶﾞﾒ Trachemys scripta elegans ①② 生態系（競合・駆逐・捕食） 資料８を参照

ｷﾊﾞﾗｶﾞﾒ Trachemys scripta scripta 生態系（競合・駆逐・捕食） 15
生態がﾐｼｼｯﾋﾟｱｶﾐﾐｶﾞﾒと同様で、やや多く流通しており、逸走個体がしばしば見つかる。定着してﾐｼｼｯﾋﾟｱｶﾐﾐｶﾞﾒと同様の生態系影響を引き起こす懸念がある。遺棄を避けることが重
要。

ｸｰﾀｰｶﾞﾒ(ｱｶﾊﾗｶﾞﾒ)
属全種

Pseudemys  spp. 生態系（競合・駆逐・捕食） 15
生態がﾐｼｼｯﾋﾟｱｶﾐﾐｶﾞﾒとやや類似しており、また比較的多く流通しており逸走個体がしばしば見つかる。定着してﾐｼｼｯﾋﾟｱｶﾐﾐｶﾞﾒと同様の生態系影響を引き起こす懸念がある。遺棄を避
けることが重要。

ﾁｽﾞｶﾞﾒ属の
3種

Graptemys spp. 生態系（競合・駆逐・捕食） 15
ﾆｾﾁｽﾞｶﾞﾒGraptemys pseudogeographica 、ﾌﾄﾏﾕﾁｽﾞｶﾞﾒG. ouachitensis （ｻﾋﾞｰﾝﾁｽﾞｶﾞﾒG. o. sabinensis を含む）、ﾐｼｼｯﾋﾟﾁｽﾞｶﾞﾒG. kohnii の３種。生態がﾐｼｼｯﾋﾟｱｶﾐﾐｶﾞﾒとやや類似してお
り、また流通しており逸走個体がしばしば見つかる。定着してﾐｼｼｯﾋﾟｱｶﾐﾐｶﾞﾒと同様の生態系影響を引き起こす懸念がある。遺棄を避けることが重要。

ﾊﾅｶﾞﾒ Ocadia sinensis 生態系（競合・駆逐・捕食）、交雑 14,15
逸走個体がしばしば見つかるが、亜熱帯に分布し、南日本では定着のおそれがある。飼育下でｸｻｶﾞﾒとの交雑と思われる例があり、野外でも在来種との交雑のおそれがある。遺棄を避
けることが重要。

ﾁｭｳｺﾞｸｽｯﾎﾟﾝ Polodiscus sinensis sinensis 生態系（競合・駆逐・遺伝的攪乱） 3,4 養殖種苗の導入、移動を極力避ける。飼育個体の逸出や遺棄を避けるため、関係者に普及啓発を行うことが重要。

ｱﾒﾘｶｽｯﾎﾟﾝ属全種 Apalone spp. 生態系（競合・駆逐・捕食） 13

A. spiniferaは、ｱﾒﾘｶ東部原産ながら、西海岸などにも定着。国内では、やや多く流通しており、温帯に産するため逸走個体が定着するおそれがある。安易な飼育を避け、遺棄を避ける
ことが重要。

ｸﾞﾘｰﾝｲｸﾞｱﾅ Iguana iguana 生態系（競合・植生破壊） 6,7 大量に取り引きされるが、きわめて大型になり持て余されやすく、遺棄された個体が頻繁に報告される。安易な飼育を避け、逸出や遺棄がないよう普及啓発を行うことが重要。

ﾋｮｳﾓﾝﾄｶｹﾞ
ﾓﾄﾞｷ

Eublepharis macularius 生態系（野生動物への病原体蔓延） 11
寄生性の原虫ｸﾘｽﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑCryptosporidium  sp.に高い割合で感染しており、さまざまな野生爬虫類への媒介、蔓延が懸念される。この原虫は徳之島に生息する希少種ｵﾋﾞﾄｶｹﾞﾓﾄﾞｷに
対して致死的であり、致死率はきわめて高いことが知られる。罹患した個体を飼育しないよう注意が必要。

生態系等への影響について文献等で指摘があり、さらに知見及び情報の充実に努める必要のある外来生物のリスト
（要注意外来生物リスト）　爬虫類・両生類　（案）



ｱﾌﾘｶﾂﾒｶﾞｴﾙ Xenopus lavis 生態系（競合・駆逐・捕食） 8,9 実験施設での飼育、又は施設間の移動には注意をするように関係者に普及啓発を行うことが重要。

ｺｷｰｺﾔｽｶﾞｴﾙ Eleutherodactylus coqui ② 生態系（競合・駆逐・捕食） 12
ﾊﾜｲ諸島をはじめ、いくつかの地域に非意図的に導入され定着している。IUCNのﾜｰｽﾄ100にも掲載されている。直接発生を行い、水面がなくても繁殖できる特性を持つ。分布域からの
資材への混入を避けることが重要。

ﾋｷｶﾞｴﾙ属の
５種

Bufo  spp. 生態系（競合・駆逐・捕食） 3,10
ﾖｰﾛｯﾊﾟﾐﾄﾞﾘﾋｷｶﾞｴﾙBufo viridis 、ﾃｷｻｽﾐﾄﾞﾘﾋｷｶﾞｴﾙBufo debilis 、ﾅﾝﾌﾞﾋｷｶﾞｴﾙBufo terrestris 、ｶﾞﾙﾌｺｰｽﾄﾋｷｶﾞｴﾙBufo valliceps 、ﾛｺｺﾋｷｶﾞｴﾙ(ｷｬﾊﾝﾋｷｶﾞｴﾙ)Bufo paracnemisの５種。日
本においてﾋｷｶﾞｴﾙ属が外来種となっている例は多い。これらの種はﾋｷｶﾞｴﾙ属の中でも輸入が比較的多く、主として温帯に分布することから、逸出や遺棄がないよう特に注意が必要。

ｳｼｶﾞｴﾙ Rana catesbeiana ①② 生態系（競合・駆逐・捕食）

ｼﾛｱｺﾞｶﾞｴﾙ Polypedates leucomystax ① 生態系（競合・駆逐・捕食） 3,5 輸送物資への混入を防ぎ、未定着地域への拡散分布を防ぐように心がける。

主な参考文献
1 小林頼太　（1999)　　日本に移入されたｶﾐﾂｷｶﾞﾒとﾜﾆｶﾞﾒの現状と千葉県印旛沼水系のｶﾐﾂｷｶﾞﾒ集団について,　かめだより, 2：2-3.
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修正点（第２回専門家会合での委員意見を踏まえて修正）
1 亜種ごとに詳しく記述すべきという指摘。

2 よく飼われており逸出、定着のおそれが高い。

3 ﾋｮｳﾓﾝﾄｶｹﾞﾓﾄﾞｷの追加 野生動物への病原体媒介のおそれが高い。
4 ｺｷｰｺﾔｽｶﾞｴﾙの追加 侵入、定着のおそれが高い。
5 ﾋｷｶﾞｴﾙ属の記述の変更 ﾛｺｺﾋｷｶﾞｴﾙを加え１項目にまとめて記述。

6 備考欄の記述内容の若干の変更 追加した種に倣い、具体的な情報を付加。

Campbell, E. W., Kraus, F., Oberhofer, S. J., Sugihara, R., Lease, D. and Krushelnycky, P. (2002) Introduced Neotropical tree frogs in the Hawaiian Islands: Control technique development and population status. In Turning the tide: the eradication of invasive species: 406 -
414. IUCN SSC Invasive Species Specialist Group. IUCN. Gland. Switzerland and Cambridge. UK.

Terrell, S. P., Funk., E．W. and Richard, S. (2003) Proliferative enteritis  in leopord geckos (Eubleparis Macularius) associated with cryptosporidium sp. infection,
J. Zoo and Wildlife Medicine, 34:69-75

ｱｶﾐﾐｶﾞﾒの記述を種から亜種に変更

ｶﾒ類５項目（ｸｰﾀｰｶﾞﾒ属、ﾁｽﾞｶﾞﾒ属、ﾊﾅｶﾞﾒ、ｱﾒﾘｶｽｯﾎﾟﾝ属、ｹﾂﾞﾒﾘｸｶﾞﾒ）の
追加
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